
未
来
輝
く
34名

の
新
成
人
の
み
な
さ
ん

お
め
で
と
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！
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！
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特集－庁舎説明会－

な
ぜ
庁
舎
整
備
が
必
要
な
の
か
？

庁
舎
整
備
案
に
つ
い
て

庁
舎
整
備
の
基
本
構
想
に
つ
い
て

　１
月
28
日
・
29
日
に
「
庁
舎
整
備
に
関

す
る
住
民
説
明
会
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ

41
名
の
住
民
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
は
当
日
参
加
で
き
な
か
っ
た
皆
様

へ
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。
（
説
明
会
の
内
容
は
動
画
と
江
府
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。)

　現
庁
舎
は
築
60
年
が
経
過
し
、
経
年
や

地
震
に
よ
る
破
損
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
昨
年
の
熊
本
地
震
の
例
を
見
る

と
地
震
に
よ
り
庁
舎
に
被
害
を
受
け
、
罹

災
証
明
書
の
発
行
も
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
自
治
体
も
あ
り
ま
し
た
。

　住
民
の
安
全
を
守
り
、
非
常
時
に
役
場

機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、
早
期
に
庁
舎

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

基
本
的
な
方
向
性
に
つ
い
て
次
の
５
点

を
考
え
て
い
ま
す
。
庁
舎
の
利
便
性
や
防

災
拠
点
と
し
て
の
機
能
性
、
さ
ら
に
は
事

業
費
軽
減
・
早
期
着
工
の
た
め
に
用
地
取

得
や
造
成
工
事
が
安
易
な
こ
と
な
ど
を
基

本
構
想
に
挙
げ
て
い
ま
す
。

①
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
庁
舎

②
防
災
拠
点
と
し
て
役
割
を
果
た
す
庁
舎

③
機
能
性
・
効
率
性
を
重
視
し
た
庁
舎

④
環
境
に
配
慮
し
た
庁
舎

⑤
用
地
取
得
や
造
成
工
事
が
安
易
な
庁
舎

　４
つ
の
案
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ど
の
案
に
つ
い
て
も
ま
だ
確
定
で

は
な
く
今
後
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

参
考
に
し
な
が
ら
最
終
案
を
考
え
て
い
き

ま
す
。(

各
事
業
費
に
つ
い
て
は
現
庁
舎

か
ら
の
移
転
費
や
備
品
購
入
費
は
含
み
ま

せ
ん
。
ま
た
現
庁
舎
解
体
費
は
概
算
事
業

費
４
，
０
０
０
万
円
で
す
。)

案
①

　Ｊ
Ａ
江
府
支
所
購
入

　敷
地
面
積

　約
１
，
５
０
０
㎡

　建
築
延
面
積

　１
，
４
９
５
㎡

　鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
Ｆ

　概
算
事
業
費

　５
億
２
千
万
円

　

※

築
30
年
経
過
し
て
お
り
、
今
後
大
規

　
　模
改
修
が
必
要
と
な
る

【
利
点
】

○
防
災
・
情
報
セ
ン
タ
ー
に
隣
接

○
消
防
車
庫
に
隣
接

○
江
尾
駅
か
ら
徒
歩
圏
内(

２
㎞
以
内)

○
イ
ン
フ
ラ
整
備
済
み(

電
気
・
上
下
水
道)

○
国
道
４
８
２
号
に
接
続

【
課
題
】

○
建
物
の
耐
用
年
数
が
あ
と
20
年

○
将
来
の
維
持
管
理
費
が
高
額

○
Ｊ
Ａ
江
府
支
所
の
移
転
先
が
決
定
し
支

　所
完
成
ま
で
時
間
を
要
す
る

○
支
所
内
の
改
装(

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
ト

　イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー)

が
必
要

○
４
か
所
の
分
庁
舎
が
入
居
す
る
に
は
手
狭

○
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
手
狭

○
防
災
拠
点
と
し
て
の
ス
ペ
ー
ス
が
不
足

案
②

　旧
江
府
中
学
校
跡
地
建
築

　敷
地
面
積
約

　１
０
，
０
０
０
㎡

　建
築
延
面
積

　２
，
５
０
０
㎡

　鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
Ｆ

　概
算
事
業
費

　10
億
８
千
万
円

【
利
点
】

○
町
有
地
で
あ
り
取
得
費
や
造
成
工
事
が

　ほ
と
ん
ど
必
要
な
い
。

○
十
分
な
面
積
が
あ
り
駐
車
ス
ペ
ー
ス
・

　防
災
拠
点
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
る

○
江
尾
駅
か
ら
徒
歩
圏
内(

２
㎞
以
内)

○
町
の
幹
線
道
路
、
国
道
１
８
１
号
に
接
続

○
災
害
時
に
は
給
食
セ
ン
タ
ー
で
炊
き
出

し
等
の
対
応
が
可
能

○
４
か
所
の
分
庁
舎
が
入
居
可
能

【
課
題
】

○
隣
接
地
に
一
級
河
川
が
あ
る

○
出
入
り
口
付
近
の
見
通
し
が
悪
い

役
場
庁
舎
整
備
に
関
す
る

住
民
向
け
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た

役
場
庁
舎
整
備
に
関
す
る

住
民
向
け
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た

動画で町報こうふ

この様子は動画サイト
youtubeでご覧いただけ
ます！

▲白石町長から庁舎整備の趣旨について説明がありました
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案
③

　現
庁
舎
跡
地
建
築

　敷
地
面
積

　約
５
，
０
０
０
㎡

　建
築
延
面
積

　２
，
５
０
０
㎡

　鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
Ｆ

　概
算
事
業
費

　10
億
４
千
万
円

　

※

仮
庁
舎
建
築
及
び
仮
移
転
費
は
含
ま
ず

【
利
点
】

○
町
有
地
で
あ
り
取
得
費
や
造
成
工
事
が

　ほ
と
ん
ど
必
要
な
い

○
イ
ン
フ
ラ
整
備
済(

電
気
・
上
下
水
道)

○
江
尾
駅
か
ら
徒
歩
圏
内(

２
㎞
以
内)

○
４
か
所
の
分
庁
舎
入
居
可
能

【
課
題
】

○
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
手
狭

○
完
成
ま
で
に
仮
庁
舎
が
必
要

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内

　（
イ
エ
ロ
ー
区
域)

○
防
災
拠
点
と
し
て
の
ス
ペ
ー
ス
不
足

案
④

　Ｊ
Ｒ
江
尾
駅
横
駐
車
場
地
建
築

　敷
地
面
積

　約
６
０
０
㎡

　建
築
延
面
積

　２
，
５
０
０
㎡

　鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
５
Ｆ

　概
算
事
業
費

　11
億
１
千
万
円

【
利
点
】

○
Ｊ
Ｒ
江
尾
駅
に
隣
接

○
町
有
地
で
あ
り
取
得
費
や
造
成
工
事
が

　ほ
と
ん
ど
必
要
な
い

○
イ
ン
フ
ラ
整
備
済(

電
気
・
上
下
水
道)

【
課
題
】

○
江
尾
町
中
の
町
道
が
狭
く
、
震
災
時
の

　通
行
に
不
安
が
あ
る

○
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
手
狭

○
伯
備
線
が
隣
接

○
隣
家
が
日
陰
に
な
る

○
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
に
時
間
を
要
す
る

　こ
の
度
の
説
明
会
で
は
た
く
さ
ん
の
ご

質
問
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
中
の
一
部
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

【
ご
質
問
】

Ｑ
旧
江
府
中
跡
地
に
つ
い
て
、
町
全
体
に

　高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
高
齢
者
の

　ア
ク
セ
ス
（
役
場
利
用
）
の
場
合
、
車

　等
の
運
行
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
旧
江
府
中
学
校
跡
地
に
決
定
す
れ
ば
、

　巡
回
バ
ス
等
を
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
旧
中
学
校
案
で
あ
れ
ば
、
平
屋
は
ど
う

　で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
、
経
費
は
ど
の
よ

　う
に
？
現
庁
舎
は
土
砂
災
害
警
戒
区
域

　（
イ
エ
ロ
ー
区
域
）
と
言
う
こ
と
だ
が
、

　他
の
場
所
は
ど
う
か
？

Ａ
平
屋
は
概
算
で
11
億
４
千
２
０
０
万
円

　か
か
り
ま
す
。
他
の
３
か
所
の
案
は
、

　土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
入
っ
て
お
り
ま

　せ
ん
。

Ｑ
今
、
借
金
が
あ
る
の
に
、
新
し
い
庁
舎

　は
必
要
か
？
ま
た
住
民
投
票
で
決
定
す

　る
べ
き
だ
と
思
う
。

Ａ
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
防
災
上
必
要
で

　す
。
ま
た
住
民
投
票
は
行
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
Ｊ
Ａ
江
府
支
所
に
つ
い
て
、
大
規
模
改

　修
の
費
用
は
い
く
ら
く
ら
い
？

Ａ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
耐
用
年
数

　が
50
年
で
、
す
で
に
30
年
が
経
過
し
て

　い
ま
す
。
他
の
案
と
同
様
に
50
年
利
用

　す
る
場
合
は
億
単
位
の
費
用
が
必
要
と

　考
え
ま
す
。

【
ご
意
見
】

○
今
後
の
町
づ
く
り
の
視
点
か
ら
旧
中
学

　校
跡
地
に
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　江
尾
駅
横
駐
車
場
案
に
す
る
場
合
、
地

　下
駐
車
場
を
作
る
等
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

　検
討
が
必
要
。

　
　
　
　
　（
30
代
）

○
Ｊ
Ａ
支
所
購
入
案
か
江
尾
駅
横
駐
車
場

　案
が
よ
い
と
思
う
。
中
学
校
跡
地
案
で

　は
、
離
れ
す
ぎ
て
活
性
化
に
な
ら
な
い
。

　人
口
集
約
す
る
こ
と
も
考
え
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
60
代
）

○
庁
舎
の
場
所
と
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
の
庁
舎

　を
利
用
す
る
こ
と
が
よ
い
と
は
思
い
ま

　す
が
、
改
修
を
し
な
い
と
い
け
な
い
こ

　と
と
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
こ
と
が

　ネ
ッ
ク
。
福
祉
保
健
は
今
の
ま
ま
で
も

　よ
い
の
で
は
。
診
療
所
と
近
い
方
が
良

　い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　（
40
代
）

○
空
い
た
土
地
が
あ
る
か
ら
そ
こ
に
建
て

　る
の
で
は
、
失
敗
す
る
。
そ
の
た
め
過

　去
に
も
不
便
で
無
用
と
思
わ
れ
る
施
設

　が
多
く
建
設
さ
れ
て
い
る
。
長
期
的
視

　野
で
ま
ず
ど
こ
が
一
番
望
ま
し
い
の
か

　考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
が
ダ
メ
な

　ら
次
を
と
い
う
よ
う
に
検
討
す
れ
ば
い

　い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　（
50
代
）

※

ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
そ
の
他
の
ご
質

問
や
ご
意
見
に
つ
い
て
は
江
府
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参

考
に
最
終
的
な
案
を
絞
り
、
３
月
議
会
に

提
案
す
る
予
定
で
す
。

み
な
さ
ま
か
ら
の

　
　
　
　ご
意
見
に
つ
い
て

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
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日
野
郡
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
者
と

　

 

じ
げ
の
者
交
流
会
in
江
府
町

　兵
庫
県
神
戸
市
で
行
わ
れ
た
「
阪
神
淡
路
大
震
災

１
・
１
７
の
つ
ど
い
」
に
向
け
て
「
奥
大
山
の
雪
」
が

届
け
ら
れ
ま
し
た
。
１
月
16
日
に
天
然
水
奥
大
山
ブ
ナ

の
森
工
場
敷
地
内
で
真
っ
白
な
雪
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み

込
み
い
ざ
神
戸
市
へ
。

　こ
う
し
て
届
け
ら
れ
た
雪
は
17
日
の
「
阪
神
淡
路
大

震
災
１
・
１
７
の
つ
ど
い
」
で
震
災
犠
牲
者
を
追
悼
す

る
た
め
の
「
鎮
魂
の
雪
地
蔵
」
に
な
り
ま
す
。
当
日
は

た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
元
高
校
生
に
よ
り
雪

地
蔵
が
作
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
犠
牲
者
を
悼

み
手
を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　平
成
28
年
12
月
27
日
（
火
）
、
明
徳
学
園
学
生
自
治

会
（
加
藤
富
郎
会
長
・
学
生
１
０
１
名
）
の
有
志
に
よ

り
江
府
町
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
前
に
門
松
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　平
成
12
年
に
始
ま
っ
た
「
門
松
づ
く
り
」
は
、
今
年

で
17
回
目
を
迎
え
風
物
詩
と
な
り
ま
し
た
。
神
庭
義
男

（
西
成
）さ
ん
を
講
師
に
、
竹
の
伐
採
・
加
工
、
飾
り
の

持
ち
寄
り
と
飾
付
け
ま
で
全
て
有
志
の
手
作
り
で
す
。

　有
志
の
一
人
は
『
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
、

新
年
が
健
康
で
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
精
魂
込
め
て

皆
で
作
り
ま
し
た
。
』
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

奥
大
山
の
雪
を
神
戸
へ

新
春
を
飾
る
『
門
松
づ
く
り
』

▲アットホームな雰囲気で楽しい交流会でした！

〜
雪
地
像
が
つ
な
ぐ
鎮
魂
へ
の
想
い
〜

　１
月
20
日(

金)

、
江
府
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
「
日
野

郡
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
者
と
じ
げ
の
者
交
流
会
in
江
府
町
」
が

開
催
さ
れ
、
日
野
郡
内
の
移
住
者
や
地
元
住
民
な
ど
約
70

名
が
参
加
し
、
お
互
い
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　こ
の
交
流
会
は
、
江
府
町
の
住
民
有
志
が
何
度
も
打
ち

合
わ
せ
を
重
ね
計
画
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
「
大
山
お
こ

わ
」
や
「
御
机
だ
ん
ご
汁
」
な
ど
江
府
町
ら
し
い
食
を
楽

し
み
な
が
ら
、
ク
イ
ズ
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま

た
交
流
会
を
き
っ
か
け
に
空
き
家
を
紹
介
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
っ
た
方
も
い
る
よ
う
で
実
り
の
あ
る
交
流
会
に

な
り
ま
し
た
。

まちの話題

▲奥大山の雪で作られた「鎮魂の雪地蔵」(兵庫県神戸市)

▲後列左から加藤富郎さん、門村勝美さん、手島征夫さん、
　浦部鎮男さん　前列左から篠田勇夫さん、宇田川満さん
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江
府
町
消
防
出
初
式

　１
月
30
日
、
鳥
取
県
指
導
農
業
士
の
認
定
証
授
与

式
が
行
わ
れ
、
竹
内
敏
朗
さ
ん
（
久
連
）
が
江
府
町

の
指
導
農
業
士
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　指
導
農
業
士
は
、
農
業
振
興
や
新
規
就
農
者
等
の

育
成
に
取
り
組
む
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
で
す
。
今
後
は

地
域
農
政
へ
の
提
言
、
新
規
就
農
者
等
へ
の
指
導
・

助
言
、
農
業
改
良
普
及
事
業
へ
の
協
力
な
ど
の
活
動

に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

　ま
た
、
今
回
退
任
さ
れ
ま
し
た
遠
藤

　功
さ
ん

（
貝
田
）
に
は
平
成
26
年
よ
り
地
域
農
業
の
振
興
に

貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
３
年
間
、
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

鳥
取
県
指
導
農
業
士
に

　竹
内
敏
朗
さ
ん(

久
連)

を
認
定

　１
月
14
日(

土)

、
江
府
町
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
で
江
府
町
消
防
出
初

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　式
に
先
立
ち
、
今
年
の
１
月
に
逝
去
さ
れ
た
江
府
町

消
防
団
大
岩
泰
彦
団
長
に
対
し
黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　白
石
町
長
は
日
ご
ろ
の
消
防
活
動
に
敬
意
を
表
わ
す

と
と
も
に
「
鳥
取
中
部
地
震
や
糸
魚
川
火
災
な
ど
発
生

し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
町
民
の
安
全
安
心
の
た
め

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　遠
藤
敏
彦
副
団
長
か
ら
「
良
心
に
従
っ
て
忠
実
に
消

防
の
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強
い

宣
誓
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
消
防
業
務
へ
の
功
績

に
対
し
て
13
名
の
団
員
に
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

　な
お
、
今
年
は
大
雪
の
た
め
、
分
列
行
進
と
祈
念
放

水
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

江
府
町
長
表
彰

功
績
章

　第
１
分
団
（
団
員
）
高
津

　宏
史

　第
２
分
団
（
団
員
）
下
垣
雄
一
郎

　
　
　
　
　（
団
員
）
福
井

　修
一

勤
続
章

　第
１
分
団
（
班
長
）
大
岩

　俊
輔

　
　
　
　
　（
団
員
）
谷
口

　考
志

西
部
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
（
10
年
以
上)

　第
１
分
団
（
団
員
）
清
水

　隆
司

　第
２
分
団
（
団
員
）
田
本

　丈
一

勤
続
章
（
15
年
以
上)

　第
１
分
団
（
団
員
）
川
端

　陸
嗣

　
　
　
　
　（
団
員
）
篠
村

　友
紀

　第
２
分
団
（
団
員
）
佐
々
木
康
二

鳥
取
県
消
防
協
会
長
表
彰

勤
続
章
（
20
年
以
上)

　第
２
分
団

　
　
　（
副
分
団
長
）
浦
部

　
　学

　
　
　
　
　（
班
長
）
藤
原

　
　靖

消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

　
　
　
　（
副
団
長
）
遠
藤

　敏
彦

まちの話題

平
成
28
年
度
被
表
彰
者

動画で町報こうふ

この様子は動画サイト
youtubeでご覧いただけ
ます！

▲鳥取県指導農業士に認定された竹内敏朗さん
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まちの教育

　江
府
中
学
校
３
年
生
が
、
美
術

の
学
習
で
油
絵
を
体
験
し
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
水
彩
画
は
数
多
く
描

い
て
き
た
生
徒
た
ち
で
す
が
、
油

絵
は
今
回
が
初
め
て
。
水
で
絵
の

具
を
薄
め
る
水
彩
画
と
は
勝
手
が

ち
が
う
よ
う
で
、
色
づ
く
り
や
塗

り
方
の
こ
つ
を
つ
か
む
ま
で
に
ひ

と
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。

　例
年
こ
の
油
絵
教
室
に
は
、
下

安
井
の
宮
本
喜
代
子
先
生
に
お
い

で
い
た
だ
き
、
生
徒
た
ち
へ
の
指

導
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
油
絵
の
基
礎
を
学
ん
だ

～地域で育ち　地域に学ぶ　こうふっ子～

油
絵
教
室

油
絵
教
室

油
絵
教
室

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
学
ぶ

後
、
一
人
一
人
が
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
い
、
油
絵
独
特
の
色
づ
か
い

を
教
わ
っ
て
、
味
の
あ
る
絵
に
仕

上
げ
て
い
ま
し
た
。

　宮
本
先
生
に
よ
る
と
、
「
油
絵

に
は
、
子
ど
も
ら
し
い
心
が
必
要
。

江
府
中
の
生
徒
に
は
そ
う
い
う
素

直
さ
が
あ
る
。
」
と
の
こ
と
。

　で
き
あ
が
っ
た
作
品
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
が
表
れ
、
並
べ
ら
れ

た
友
達
の
作
品
を
じ
っ
く
り
と
味

わ
う
生
徒
た
ち
で
し
た
。

　江
府
町
内
の
保
育
園
、
小
学
校
、
中

学
校
で
は
、
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
を
得
て
「
読
み
聞
か
せ
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　１
月
18
日
に
は
、
月
に
１
回
の
保
育

園
で
の
読
み
聞
か
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
本
を
開
い
て
読

み
聞
か
せ
を
始
め
る
と
、
子
ど
も
た
ち

は
真
っ
直
ぐ
に
見
つ
め
、
本
の
世
界
に

ど
っ
ぷ
り
と
ひ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　絵
本
が
中
心
と
な
る
読
み
聞
か
せ
で

す
が
、
絵
の
中
に
密
か
に
作
者
の
遊
び

心
な
ど
が
か
く
さ
れ
て
い
た
り
し
て
大

人
で
も
楽
し
め
る
工
夫
が
あ
り
、
保
育

園
児
か
ら
中
学
生
ま
で
が
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　こ
う
し
て
出
会
っ
た
お
話
の
世
界
は
、

現
実
に
は
体
験
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ

た
り
、
ち
ょ
っ
と
笑
え
る
か
わ
い
ら
し

い
登
場
人
物
が
い
た
り
、
心
温
ま
る
物

語
で
あ
っ
た
り
、
教
訓
が
ふ
く
ま
れ
て

い
た
り
。

　「
本
は
心
の
栄
養
」
と
も
言
わ
れ
ま

す
。
新
た
な
知
識
を
得
た
り
先
人
の
知

恵
に
ふ
れ
た
り
す
る
だ
け
で
な
く
、
幼

少
期
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
本
と
出
会
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
〝
世
界
〞
に
ふ
れ
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
は
想
像
力
を
広
げ
、

豊
か
な
情
操
が
育
っ
て
い
き
ま
す
。

　ご
家
庭
で
も
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
な

ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
ふ
れ
る
時
間
を
少
し

け
ず
っ
て
、
読
み
聞
か
せ
や
読
書
で
心

に
栄
養
を
与
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

一人一人に丁寧にアドバイスをして回って
くださる宮本先生

友達の作品を味わう生徒たち

夢中になってお話を聞く園児たち

もうすぐ小学生の年長児も、しっかりと
お話を聞くことができます

読
書
の
ス
ス
メ
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まちの教育

緊張しながらも、堂々と質問をする代表生徒

町長答弁にも真剣な表情で耳を傾けます

傍聴席から代表の友達を見守る生徒たち

　１
月
19
日
、
江
府
町
役
場
議
場
で

「
江
府
中
学
生
議
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　参
加
し
た
の
は
江
府
中
学
校
３
年
生

で
、
白
石
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
町
執

行
部
に
対
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
の
質
問
を
行
い
、
江
府
町
を
よ
り

よ
い
町
に
す
る
た
め
の
提
言
を
行
い
ま

し
た
。

　こ
れ
は
、
社
会
科
お
よ
び
総
合
的
な

学
習
の
時
間
に
「
ふ
る
さ
と
江
府
」
に

つ
い
て
考
え
て
き
た
学
習
の
総
ま
と
め

と
し
て
実
施
し
た
も
の
。
中
学
生
な
り

に
感
じ
た
江
府
町
の
課
題
に
対
し
、

「
江
府
町
を
よ
り
よ
い
町
に
」
と
い
う

視
点
で
考
え
た
解
決
策
を
示
し
な
が
ら
、

代
表
者
６
名
が
町
執
行
部
の
考
え
を
問

う
形
で
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

▼
長
岡
真
渚
斗
議
員

　少
子
高
齢
化
対
策
事
業
（
保
育
料
の

　無
償
化
等
）
の
広
報
に
つ
い
て

▼
徳
岡
健
議
員

　明
徳
学
園
や
た
ん
ぽ
ぽ
学
級
と
小
・

　中
学
生
や
地
域
の
方
と
の
交
流
に
つ

　い
て

▼
河
上
翼
議
員

　人
口
減
少
、
少
子
化
を
防
ぐ
た
め
の

　若
い
人
た
ち
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て

▼
浦
部
琉
聖
議
員

　江
府
町
の
よ
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た

　め
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
企
画
に
つ
い
て

▼
下
村
梨
紗
議
員

　観
光
客
に
喜
ん
で
も
ら
う
た
め
の
十

　七
夜
の
活
性
化
に
つ
い
て

▼
加
藤
真
南
斗
議
員

　若
者
の
定
住
に
向
け
た
出
会
い
の
場

　の
企
画
に
つ
い
て

　そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
や
提
言
に
対
し
て
、

町
長
、
教
育
長
、
担
当
課
長
が
答
弁
を

行
い
、
生
徒
た
ち
の
提
言
を
町
行
政
の

参
考
と
す
る
こ
と
、
生
徒
た
ち
の
思
い

ふるさと江府をよりよい町に
～中学生からの提言～

江
府
中
学
生
議
会 

開
催

を
可
能
な
限
り
応
援
し
て
い
く
こ
と
を

約
束
し
ま
し
た
。
傍
聴
席
で
代
表
者
を

見
守
る
他
の
生
徒
た
ち
も
、
自
分
た
ち

の
質
問
に
対
す
る
執
行
部
の
答
弁
に
真

剣
な
表
情
で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　町
長
か
ら
は
、
「
こ
れ
か
ら
も
積
極

的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
ほ
し

い
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
、

す
べ
て
の
議
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

　数
年
後
に
は
選
挙
権
を
持
ち
、
政
治

に
参
加
し
て
い
く
生
徒
た
ち
。
こ
の
体

験
を
通
し
て
一
足
早
く
ま
ち
づ
く
り
の

一
端
に
ふ
れ
、
社
会
の
形
成
者
と
し
て
、

ま
た
、
江
府
町
の
一
員
と
し
て
の
自
覚

を
深
め
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

な
が
お
か

と
く
お
か
け
ん

ま

な

と

か
わ

う
ら

し
もか

と
う

ま

な

と

む
ら

り

さ

べ

り
ゅ
う
せ
い

か
み
つ
ば
さ
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Hello again!
I just recently came back to Kofu from my winter vacation in America. As expected, it’s gotten 
even colder in Kofu, and now it seems to snow every day! Snow is unusual enough for me that 
it’s still exciting to see, but walking to work has become very difficult because the ground is so 
slippery. I think the way I walk resembles a penguin--- It’s a little embarrassing.
Last time, I talked about Christmas celebrations in America, so this time I thought it might be 
good to talk about New Year’s celebrations. In America, there aren’t really any specific foods we 
eat during New Year’s, and the decorations are very different from those used in Japan. In 
addition, while it’s typical in Japan to send New Year’s cards, this custom doesn’t exist in 
America. Instead, it’s common to send Christmas cards. When I was a child, I celebrated New 
Year’s day every year by attending fireworks shows with my family and friends. My friends and I would often all stay 
awake until midnight partying, which was very exciting to me at the time. Nowadays, I usually just watch fireworks shows 
and the Times Square Ball (a very big New Year’s event broadcasted live from New York City) from home on TV with my 
family. It’s a little less exciting, but I’m happy with it.
I hope everyone enjoyed their own New Year’s celebrations in Kofu.
Happy belated New Year to you all---- and see you next month!
- Kimmy

　こんにちは、お久しぶりです。
　アメリカで過ごした冬休みも終わり江府に戻ってきました。予想していたとおり、江府はやはり寒いです。近頃は毎日
雪が降っているように思います。雪は、私には特別なものなので見ているだけでもわくわくしますが、とてもすべりやす
いので通勤のときにはとても困りものです。私の歩く姿はきっとペンギンみたいだと思います。ちょっと恥ずかしいです。
　前回、アメリカでクリスマスを祝うときの慣習について話しました。そこで今回は、アメリカで新年を祝うときの慣習
について話をしようと思います。アメリカでは、日本で正月に出されるおせちやお雑煮のような特別な料理はありません。
それに日本のしめなわにあたるような特別な飾りつけもしません。日本では年賀状を送ることが一般的ですが、こうした
慣習もアメリカにはありません。そのかわり、アメリカではクリスマスカードを送ります。私の子どもの頃には、新年に
なると家族や友だちといっしょに毎年花火を見ながら新年を祝っていました。私は友だちと深夜パーティの時刻までずっ
と起きていたものです。そのパーティは私にはそれはそれは楽しいものでした。最近では、私は新年を祝ってタイムズス
クエアで行われる花火やタイムボールを使った年越しカウントダウン（ニューヨーク市からライブ放送される一大イベン
ト）を家族といっしょにテレビで見ています。テレビで見るだけなので少し臨場感には欠けますが、やはり楽しいです。
みなさんはきっと一人一人が自分のスタイルで新年のお祝いをしたことと思います。
遅ればせながら、みなさん、明けましておめでとうございます。
それでは来月またお会いしましょう。
キミーより

図書館だより図書館だより図書館だより 平　日　8:30～19:00
土日祝　8:45～17:30

開館時間

＊一般書
　一汁一菜でよいという提案／土井善晴

　四月になれば彼女は／川村元気

　カズサビーチ／山本一力

　サーベル警視庁／今野敏

　幻庵（上・下）／百田尚樹

　また、桜の国で／須賀しのぶ

　雨利終活写真館／芦沢央

　桜風堂ものがたり／村山早紀

　ツバキ文具店／小川糸

　ｉ／西加奈子

　罪の声／塩田武士

　コーヒーが冷めないうちに／川口俊和

　蜜蜂と遠雷／恩田陸

　しんせかい／山下澄人

＊児童書
　サーティーナイン・クルーズ（24）／小浜杳 訳

＊絵本
　ちいさなオレグ／マーガレット・コート

　なつみはなんにでもなれる／ヨシタケシンスケ

新　　着　　図　　書 お　　知　　ら　　せ

本屋大賞ノミネート・直木賞・芥川賞から話題作まで！

今月の新着図書は小説が豊富

『蜜蜂と遠雷』恩田陸【直木賞】
　私はまだ、音楽の神様に愛されているだろ
うか？　ピアノコンクールを舞台にした青春
群像小説。著者渾身の最高傑作！

※この一覧は新着図書の一部です。
（小説タイトルの（　　）内は巻数）

キミー先生の Happy Diary ６キミー先生の Happy Diary ６
～ ハッピー ダイアリー ～

まちの教育

『しんせかい』山下澄人【芥川賞】
　十代の終わり、遠く見知らぬ土地での、痛
切でかけがえのない経験。気鋭作家が自らの
原点と初めて向き合い綴った渾身作！

『ツバキ文具店』小川糸【本屋大賞候補】
　鎌倉で代筆屋を営む鳩子の元には、今日も
風変わりな依頼が舞い込む。伝えられなかっ
た大切な人への想いを、代わりに。

『コーヒーが冷めないうちに』川口俊和
【本屋大賞候補】
　「ここに来れば、過去に戻れるって、ほん
とうですか？」喫茶店を訪れた女性たちが紡
ぐ、家族と、愛と、後悔の物語。

※動画サイトユーチューブで
「キミー先生のハッピーダイアリー」で検索！

キミー先生のHappy Diaryの
動画ができました！
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　農業委員会は、農地法に基づく農地の売買・賃借の許可、農地転用案件への意見具申などを中心に
農地に関する事務を執行する行政委員会です。
　昨年の法改正に伴い、従来の法令業務に加えて、「農地等の利用の最適化の推進に関する事務」が
農業委員会の最も重要な事務として位置づけられました。
　農地等の利用の最適化の推進とは、　　①担い手への農地利用の集積・集約化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②遊休農地の発生防止・解消
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③新規参入の促進
による、農地等の利用の効率化及び高度化の促進を行うことをいいます。

・農業委員は、議会の同意を得て町長が任命し、推進委員は農業委員会が委嘱します。
　（現在の農業委員13名（公選10名、推薦３名）、任期：平成29年７月19日まで）
・それぞれの委員については、今後、推薦及び公募を行います。
・新しい農業委員・推進委員の募集は、平成29年４月までに行う予定です。

農業委員及び農地利用最適化推進委員の定数等について

平成29年１月20日の臨時議会において定数条例が議決されました。

●農業委員　　　　　　 　１１人

●農地利用最適化推進委員　 ５人（以下、「推進委員」といいます。）
※平成29年７月20日から計16名の農業委員会となります。

農  業  委  員  会  に  つ  い  て

審議案件すべて承認されました。

農地法第３条の規定による許可申請について　　１件

農地利用集積計画（案）について 　　　　　　  14件

2月の農地相談会

問い合わせ先　農業委員会事務局　☎（75）6620

お気軽にご相談ください。

◎相談日　平成29年２月27日（月）

　　　　　午後１時30分～４時まで

◎場　所　江府町山村開発センター

農業委員会総会（１月10日（火）開催）

農業委員会だより

　農地等の利用の最適化の推進に熱意と識見を有する方の中から、推薦及び自らの応募により
「地区の代表」として、農業委員と密接に連携し、担当地区において、
　　　　①人・農地プランなど、地域の農業者等の話合いを推進
　　　　②農地の出し手・受け手へのアプローチを行い、農地利用の集積・集約化を推進
　　　　③遊休農地の発生防止・解消を推進
といった現場活動を行います。（農地中間管理機構と密接に連携することが求められます。）

今年度も下記のとおり開催しています。

参加を希望される方は、農業委員会事務局へお問い合わせく

ださい。

開催日時：２月21日(火)　13：30～16：00まで

会　　場：江府町防災・情報センター

講　　師：日野農業改良普及所

農地利用最適化推進委員とは？

パソコン農業簿記講習会について
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　１
月
８
日(

日)

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
て
平
成
28
年
度
江
府

町
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
の
江
府
町
の
新
成
人
は
34
名
。
式
典
で
は
新
成
人
代

表
で
原
田
健
弘
さ
ん
が
「
励
ま
し
の
言
葉
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
、
日
々
の
生
活
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と
感
謝

と
決
意
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
日
輪
閣
で
の
お
祝
い
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
町

内
の
旅
館
や
カ
フ
ェ
、
農
産
物
加
工
グ
ル
ー
プ
等
に
よ
る
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
、

実
行
委
員
に
よ
る
企
画
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
当
時
担
任
の
先
生
に
思
い
出
な
ど
話

し
を
し
て
も
ら
い
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

本
町
三
丁
目

　中

　川

　明

　秀

本
町
四
丁
目

　芦

　立

　
　
　天

新
町
一
丁
目

　加

　藤

　公

　介

新
町
一
丁
目

　矢

　下

　滋

　之

大

　満

　
　
　山

　口

　翔

　太

小
江
尾

　
　
　長

　尾

　飛

　翔

佐

　川

　
　
　木

　谷

　
　
　徹

佐

　川

　
　
　清

　水

　真

　世

柿

　原

　
　
　加

　藤

　毅

　展

宮

　市

　
　
　原

　田

　健

　弘

助

　沢

　
　
　北

　村

　拓

　登

下
蚊
屋

　
　
　梅

　田

　侑

　奈

御

　机

　
　
　伊

　達

　悠

　菜

美

　用

　
　
　川

　上

　奈
津
紀

美

　用

　
　
　下

　垣

　花

　梨

美

　用

　
　
　川

　上

　光

　隆

小

　原

　
　
　川

　上

　祥

　子

小

　原

　
　
　谷

　口

　龍
之
介

下
安
井

　
　
　三

　輪

　綾

　女

下
安
井

　
　
　三

　輪

　葉

　月

武

　庫

　
　
　日
野
尾

　真

　代

武

　庫

　
　
　加

　藤

　凌

　祐

武

　庫

　
　
　梅

　林

　花

　菜

武

　庫

　
　
　太

　田

　朱

　音

新

　道

　
　
　細

　田

　光

　洋

新

　道

　
　
　生

　田

　瑞

　樹

新

　道

　
　
　藤

　田

　彩

　花

一

　旦

　
　
　宇
田
川

　敬

　介

尾
之
上
原

　
　竹

　茂

　美

　緒

尾
之
上
原

　
　稲

　田

　
　
　涼

日
の
詰

　
　
　磯

　江

　穂

　香

吉

　原

　
　
　砂

　口

　史

　也

西

　成

　
　
　川

　上

　知

　香

大
河
原

　
　
　桑

　原

　
　
　勤

計
34
名(

当
日
参
加
者
30
名)

新
成
人
の
み
な
さ
ん

(

敬
称
略)

世界に羽ばたけ！
江府で育った34名の新成人！

世界に羽ばたけ！
江府で育った34名の新成人！

特集－ 成人式 －

動画で町報こうふ

この様子は動画サイト
youtubeでご覧いただけ
ます！



11 平成29年２月号

特集－ 成人式 －

江府町成人式フォトギャラリー
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

こ
こ
で
活
き
て
い
く
。

こ
こ
で
活
き
て
い
く
。

地域おこし協力隊通信

▲カサラファームに再び人が集い始めました！

▲楽しい仲間に囲まれて毎日いきいき過ごして
　います！

　昨
年
は
カ
サ
ラ
フ
ァ
ー
ム
２
年
目
の
年
で
し
た
。
自
然
栽
培
で
大
豆
、
花
豆
、
う
こ
ん
、

有
機
栽
培
で
、
ひ
ょ
う
た
ん
、
ト
マ
ト
、
ヒ
マ
ワ
リ
な
ど
、
少
量
で
し
た
が
、
収
穫
で
き

ま
し
た
。
農
園
以
外
に
も
、
イ
ベ
ン
ト
出
店
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
廃
材
回
収
、
有
機
無
農

薬
米
の
栽
培
、
お
手
伝
い
さ
ん
募
集
な
ど
、
動
き
続
け
た
年
で
し
た
。
一
番
印
象
的
だ
っ

た
の
が
、
こ
れ
ら
の
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
、

お
手
伝
い
さ
ん
が
来
て
く

れ
た
事
で
す
。
県
外
か
ら

来
て
く
れ
た
お
手
伝
い
さ

ん
は
、
奥
大
山
の
素
晴
ら

し
さ
を
体
験
し
な
が
ら
、

カ
サ
ラ
フ
ァ
ー
ム
の
全
て

の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
ま
し
た
。
最
近
で
は

ス
キ
ー
場
で
働
い
た
り
、

地
元
の
方
や
役
場
の
職
員

さ
ん
と
の
交
流
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
こ
れ

ら
の
活
動
を
ベ
ー
ス
に
、

で
き
る
事
か
ら
コ
ツ
コ
ツ

と
ク
リ
エ
イ
ト
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年

も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

２
０
１
６
年
を
振
り
返
っ
て

　カ
サ
ラ
フ
ァ
ー
ム

生
田

　省
二
隊
員
報
告

　今
年
の
春
で
２
年
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
道
の
駅
奥
大
山
」
も
３
度
目
の
誕
生
祭

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　江
府
町
に
は
濃
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
し
ま
す
。
日
常
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
毎
月
の

行
事
、
冠
婚
葬
祭
そ
し
て
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
江
尾
十
七
夜
」
で
す
。

　私
の
住
む
新
町
二
丁
目
は
気
持
ち
の
熱
い
人
た
ち
が
多
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　真
向
い
の
洋
ち
ゃ
ん
は
「
な
ん
か
あ
っ
た
ら
、
何
で
も
言
い
な
い
よ
」
か
ら
始
ま
り
真
夏

日
に
は
玄
関
先
の
水
撒
き
ま
で
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　祭
り
の
準
備
で
は
作
州
街
道
に
万
国
旗
を
取
り
付
け
ま
す
が
、
２
年
連
続
で
梯
子
に
登
り

庇
や
電
柱
に
ロ
ー
プ
を
括
り
付
け
る
役
で
し
た
。

　梯
子
の
下
に
陣
取
る
大
岩
前
観
光
協
会
長
か
ら
、
「
上
野
！
ち
ゃ
ん
と
結
べ
よ
、
ワ
シ
が

お
さ
え
ち
ょ
ー
け
ん
安
心
せ
い
」
と
威
勢
の
い
い
声
が
飛
び
ま
す
。

　し
か
し
、
な
ん
の
恩
返
し
も
出
来
ぬ
間
に
、
遠
く
に
旅
立
た
れ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

　私
の
こ
れ
か
ら
の
使
命
は
道
の
駅
を
賑
や
か
に
し
て
、
町
に
溶
け
込
ん
で
皆
さ
ん
と
い
き

い
き
と
暮
ら
す
こ
と
で
す
。

い
き
い
き
と
過
ご
す

　道
の
駅
奥
大
山
で
始
め
る

上
野

　
　真
隊
員
報
告



13 平成29年２月号

　旧
江
尾
発
電
所
が
地
域
活
性
化
の
た
め

に
町
に
譲
渡
さ
れ
、
国
指
定
登
録
有
形
文

化
財
（
事
業
展
開
や
地
域
の
活
性
化
の
た

め
に
積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
文
化
財

を
ゆ
る
や
か
に
守
る
制
度
）
に
登
録
以
後
、

町
内
で
も
建
物
を
生
か
し
た
活
用
方
策
が

検
討
さ
れ
た
例
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
近
年
は
活
用
に
つ
い
て
議
論
さ
れ

て
お
ら
ず
放
置
状
態
が
続
い
て
お
り
使
用

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
発
電
の
機
械

も
全
て
撤
去
さ
れ
て
お
り
、
夜
に
な
る
と

少
し
不
気
味
な
雰
囲
気
を
放
っ
て
い
ま
す
。

『
家
は
人
が
住
ま
な
い
と
朽
ち
て
い
く
』

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
立
派
な
肩
書
き
、
歴

史
を
持
っ
て
い
る
建
物
で
も
、
た
だ
そ
こ

に
建
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
も
っ
た
い
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。

　そ
こ
で
、
「
よ
み
が
え
れ
江
尾
発
電
所

の
会
」
を
立
ち
上
げ
、
話
し
合
う
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
17
名
の
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　「
よ
み
が
え
れ
江
尾
発
電
所
の
会
」
の
事
務
局
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
、
江
府
町
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
上
谷
で
す
。

　こ
の
活
動
報
告
で
は
、
昨
年
の
８
月
か
ら
始
動
し
た
、
国
指
定
登
録
有
形
文
化
財
で
あ

る
旧
江
尾
発
電
所
の
保
存
と
活
用
方
策
を
考
え
る
会
「
よ
み
が
え
れ
江
尾
発
電
所
の
会
」

の
中
で
、
話
し
合
っ
て
き
た
内
容
や
、
メ
ン
バ
ー
が
興
味
を
持
っ
て
い
る
事
、
調
べ
た
い

こ
と
な
ど
を
合
わ
せ
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

　月
に
一
度
の
進
み
具
合
で
会
を
開
き
、

夢
を
語
り
あ
っ
た
り
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し

あ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
動
き

出
し
た
ば
か
り
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
活
用
方
法
を
考
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　「
よ
み
が
え
れ
江
尾
発
電
所
の
会
」
で

は
、
水
力
発
電
所
と
し
て
山
陰
電
気
（
現

中
国
電
力
）
が
建
設
さ
れ
て
か
ら
あ
と
３

年
で
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
の
を
機
に
、

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
は…

と
企
画
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
旧
江
尾
発
電
所
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
情
報
収
集
を
し

て
い
ま
す
。

　旧
江
尾
発
電
所
が
動
い
て
い
た
頃
の
様

子
を
知
っ
て
い
る
、
ま
た
は
、
働
い
て
い

た
、
特
別
な
想
い
が
あ
る
、
と
い
う
方
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
写
真
な
ど
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　ま
た
、
こ
の
記
事
を
読
ん
で
興
味
を
持

た
れ
た
方
の
意
見
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

お
問
合
せ
先

江
府
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　７
５‐

２
０
０
５

Ｆ
Ａ
Ｘ

　７
５‐

３
９
４
２

再びみんなに愛される建物へ・・・再びみんなに愛される建物へ・・・

～よみがえれ江尾発電所の会～　(地域おこし協力隊　上谷美波報告)～よみがえれ江尾発電所の会～　(地域おこし協力隊　上谷美波報告)

旧江尾発電所の活用方法を一緒に考えませんか？旧江尾発電所の活用方法を一緒に考えませんか？

き
っ
か
け
は

　
　
　”も
っ
た
い
な
い
“

１
０
０
周
年
を

　
　
　迎
え
る
前
に
・
・
・

▲メンバーと現地視察や話し合いを重ねながら施設の活用方法を模索しています！
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　今
年
も
雪
が
降
ら
な
い
穏
や
か
な
お
正

月
で
し
た
。
奥
大
山
ス
キ
ー
場
も
12
月
17

日
の
ス
キ
ー
場
開
き
は
無
事
に
で
き
ま
し

た
が
、
そ
の
後
ま
と
ま
っ
た
雪
が
降
ら
ず
、

ど
う
な
る
こ
と
か
と
気
を
も
ん
で
い
た
と

こ
ろ
で
す
。
幸
い
に
１
月
中
旬
の
寒
波
に

よ
り
ま
と
ま
っ
た
雪
が
降
り
、
ス
キ
ー
場

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
よ
く
、
ま
た
、
阪

神
淡
路
大
震
災
か
ら
22
年
、
鎮
魂
の
雪
地

蔵
を
作
る
た
め
の
雪
も
無
事
に
送
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
雪
は
い
い

こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
消
防
出

初
式
の
分
列
行
進
も
放
水
も
中
止
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
あ
ま
り
の
積
雪
の
た
め
、

速
や
か
に
十
分
な
除
雪
が
で
き
ず
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
は
積
雪
の
季
節
が
続
き
ま
す
。

で
き
る
限
り
の
対
応
は
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　さ
て
、
先
日
二
十
数
年
ぶ
り
に
中
学
生

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
江
府
中
学
校

の
３
年
生
が
６
つ
の
班
に
分
か
れ
て
、
江

府
町
の
こ
と
を
学
習
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班

の
代
表
者
が
議
場
で
質
問
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
な
ど
、
江

府
町
を
取
り
巻
く
課
題
に
焦
点
を
あ
て
、

観
光
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
や
保
育
料
無
償
化

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
具
体
的
な
提
案
も
あ
り
ま

し
た
。
私
も
普
段
の
議
会
の
時
と
同
じ
よ

う
に
、
真
正
面
か
ら
答
弁
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
局
と
新
聞
社
の
取

材
も
入
っ
て
い
ま
し
た
し
、
多
数
の
傍
聴

者
も
あ
っ
た
の
で
、
緊
張
し
た
と
は
思
い

ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
質
問
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
質
問
者
か
ら
「
自
分
た
ち
が
や

ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
」
と
い
う
発
言
も

あ
り
ま
し
た
。
江
府
町
の
未
来
は
明
る
い

と
感
じ
ま
し
た
。
彼
ら
も
５
年
後
に
は
成

人
式
に
出
席
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
経
験
を
そ
の
時
に
思
い
出
し
て
く
れ

る
生
徒
が
一
人
で
も
い
た
ら
嬉
し
い
な
と
、

今
か
ら
未
来
に
思
い
を
寄
せ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

白石町長コラム
Vol.6

〜
よ
き
伝
統
を
守
り
な
が
ら(

不
易)

　

  

進
歩
に
目
を
閉
ざ
さ
な
い
こ
と(

流
行)

に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｢

理
想｣

を
創
造
す
る
〜

『
明
る
い
未
来
を

　
　
　
　
　支
え
る
子
供
た
ち
』

｢
不 

易 

流 

行｣
ふ

　
　

 

え
き

　

 

り
ゅ
う

　こ
う

　第
５
回
目
の
コ
ラ
ム
は
建
設
課
梅
林
徹

が
担
当
い
た
し
ま
す
。
普
段
は
主
に
地
籍

調
査
業
務
の
担
当
を
し
て
お
り
ま
す
。

　昨
年
発
足
し
た
「
３
０
０
０
人
の
楽
し

い
町
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
。
昨
年
10

月
に
は
地
域
自
治
の
先
進
地
で
あ
る
島
根

県
雲
南
市
で
研
修
に
参
加
し
、
10
月
に
は

江
尾
会
場
、
12
月
に
は
明
倫
会
場
で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
12

月
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
の
様
子
は
日
本
海
新

聞
に
も
掲
載
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
月
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
出
向
く
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
俣
野

会
場
、
米
沢
会
場
へ
出
向
く
た
め
の
準
備

を
整
え
て
お
り
ま
す
。
日
程
や
内
容
な
ど

が
決
ま
り
ま
し
た
ら
ご
案
内
い
た
し
ま
す

の
で
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　さ
て
、１
月
14
日
の
日
本
海
新
聞
の｢

人｣

と
い
う
記
事
欄
に
、
子
ど
も
や
学
生
向
け

に
プ
レ
ゼ
ン
技
術
を
教
え
る
活
動
に
取
り

組
む
一
般
社
団
法
人｢

ア
ル
バ
・
エ
デ
ュ｣

代
表
理
事
竹
内
明
日
香
さ
ん
の
記
事
が
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。
竹
内
さ
ん
は
銀
行
員
と

し
て
投
資
家
向
け
の
営
業
を
す
る
中
で

「
日
本
に
は
よ
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
に
、
プ
レ
ゼ
ン
力
不
足
で

十
分
に
伝
え
ら
れ
な
い
」
と
感
じ
る
よ
う

に
な
り
、
企
業
の
情
報
を
支
援
す
る
会
社

を
２
０
０
９
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
発

表
や
資
料
作
成
の
指
導
を
始
め
ら
れ
ま
し

た
が
、｢

も
っ
と
早
く
か
ら
身
に
付
け
な
い

と
日
本
は
世
界
で
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
」

と
危
機
感
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。
「
誰
か
が
や
ら
な
い
と
」
と
い
う
決

心
の
も
と
、
14
年
に
当
法
人
を
設
立
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
に
出
前
授
業
は
２
年
間
で
約
40

回
を
数
え
、15
年
に
は
経
済
産
業
省｢

キ
ャ

リ
ア
教
育
ア
ワ
ー
ド
優
秀
賞
」
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
「
大
事
な
の
は
大
き
な
声
で

発
表
し
、
そ
れ
が
人
に
伝
わ
っ
た
と
い
う

成
功
体
験
を
積
む
こ
と
。
思
考
力
や
表
現

力
は
後
か
ら
つ
い
て
く
る
」
と
竹
内
さ
ん

は
強
調
さ
れ
ま
す
。

　「
３
０
０
０
人
の
楽
し
い
町
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
発
足
当
初
か
ら
「
公
開
に
し
て

見
え
る
よ
う
に
す
る
」
、
「
自
分
た
ち
か

ら
出
向
い
て
住
民
さ
ん
の
声
を
聞
く
」
、

「
わ
か
る
よ
う
に
伝
え
る
」
こ
と
を
大
切

に
し
て
き
ま
し
た
。
私
は
竹
内
さ
ん
の
取

り
組
み
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
「
江
府
町
に
は
よ
い
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
る
」
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か

ら
も
住
民
さ
ん
と
一
緒
に
大
き
な
声
で
伝

え
、
い
ろ
ん
な
人
に
伝
わ
っ
た
と
い
う
成

功
体
験
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
梅
林

　
　徹
）

「
３
０
０
０
人
の
楽
し
い
町
」

　

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
報
告

動画で町報こうふ!

前回の報告会の様子は
動画サイトyoutubeで
ご覧いただけます。
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お知らせ－information―

平成29年２月号

インフルエンザや、ノロウイルスによる感染性胃腸炎は、いずれも冬の寒い時期に流行しやすい感染症です。

江府町内でも、年明けから感染者が散発している状況です（平成29年１月末現在）。

それぞれ次のことに気をつけて、感染と重症化を予防しましょう。

インフルエンザは「インフルエンザウイルス」に感染して起きます。

単なる風邪とは違って、38℃以上の発熱、頭痛や関節、筋肉痛など全身の症状を特徴とする感染症です。

幼児、妊婦さん、高齢の方、免疫力の低下している方は、重症化することがあるので注意が必要です。

インフルエンザやノロウイルス感染症が
流行する時期となりました

インフルエンザやノロウイルス感染症が
流行する時期となりました

インフルエンザとは

鳥取県も
インフルエンザの
流行期に入りました

みんなでしっかり
予防しましょう

（12月19日～25日の定点報告数による）

インフルエンザにかからないために
①外出後の手洗いとうがいをする

（アルコール製剤による手指消毒も有効です）

②流行前にワクチンを接種する

③適度な温度と湿度を保つ

④栄養と休養を十分とる

⑤人ごみを避ける

⑥咳やくしゃみがでるときは、マスクを着用する

インフルエンザ予防啓発キャラクター

マメに
手洗い

マメに
マスク

早めに症状をチェックして受診しましょう！
【インフルエンザを疑う重要ポイント】

□１．身近な地域内でインフルエンザが流行している

□２．急激に発症する(急に高熱になって気づく）

□３．38℃以上の発熱や悪寒

【インフルエンザを疑う要注意ポイント】

□１．関節痛や筋肉痛がある

□２．だるさや疲労感がある

□３．頭痛がある

□４．寝込む

周囲の人にうつさないために
万が一、発症した場合、５日間程度は体外へウイ

ルスを排出し、また、熱が下がったあとも２日間

程度は他の人にうつす可能性があります。熱が下

がって症状が治まっても、この期間は自宅療養す

ることが望ましいでしょう。

ノロウイルスは手指や食品などを介して経口で感染し、人の腸管で増殖し、吐

き気・おう吐・下痢・腹痛・発熱などの症状を起こします。

通常は２～３日で回復しますが、幼児や高齢の方は重症化することがあります。

ノロウイルスによる感染性胃腸炎

ノロウイルスの感染防止のために

①石けんと流水でよく手洗いをしましょう
　（トイレ後、調理時、食事前）

②便やおう吐物には直接触らないようにしましょう
　（※ビニール手袋をして使い捨てのペーパータオルなどを利用しましょう。）

③マスクをしたり窓をあけて空気を入れ替えましょう

④家庭用塩素系漂白剤で消毒しましょう
　（※汚染されたトイレや床、ドアノブなどは、塩素系漂白剤を含ませた布
　でふき取る。衣類などは、塩素系漂白剤または熱湯で漬け置き洗いをする。)

⑤１週間程度（長い人は１か月以上も）便中にウイルスを排泄する
　ので、自分が周りに広げないように注意しましょう

⑥食品や調理器具等は「85℃以上で１分間以上の加熱」が有効です

発症したら水分と栄養補給を
ノロウイルスに効果のある抗ウ
イルス剤はありません。そのた
め、通常は対症療法が行われます。
とくに、体力の弱い乳幼児や高
齢の方は、脱水症状を起こした
り、体力を消耗したりしないよ
うに、水分と栄養の補給を十分
に行いましょう。脱水症状がひ
どい場合には医療機
関で輸液などの治療
が必要になる場合が
ありますので医療機
関に相談しましょう。
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－information―お知らせ

１．就職を希望される皆様へ

　求人情報については、募集を行っている企業に直接お問い合わせいください。

　また、江府町ホームページ（http://www.town-kofu.jp/2/1/7/1）からも求人情報を

　ご覧いただけます。

　　　

２．町内企業の皆様へ

　求人情報の掲載依頼を随時受付けています。掲載を依頼される際は、書類を役場奥大山まちづくり推

　進課で受取るか江府町ホームページからダウンロードして、下記担当部署に提出してください。

【掲載依頼の担当部署・お問い合わせ先】

　江府町役場　奥大山まちづくり推進課

　〒689－4401　日野郡江府町江尾502（山村開発センター）

　☎：0859－75－3222　　ＦＡＸ：0859－75－3455

　Mail：k_sans@town-kofu.jp

　青色申告は、自分の経営を客観的につかむための重要なツールです。青色申告には、税制上

のメリットもありますので、早速取り組んでみましょう。

　また、政府では、品目の枠にとらわれず、自然災害だけでなく、農産物の価格低下なども含

めた収入減少を補填する「収入保険制度」の導入を計画しており、保険加入は、青色申告の農

業者（簡易な方式を含む）が対象となります。

　なお、新たに青色申告を始めるためには、個人の場合、平成29年３月15日までに、最寄りの

税務署に「青色申告承認申請書」を提出する必要があります。

 収入保険制度のお問い合わせ先

中国四国農政局鳥取県拠点地方参事官室

　☎：0857－22－3131

江府町企業の求人情報について江府町企業の求人情報について

青色申告を始めましょう青色申告を始めましょう

【求人情報一覧】

正職員

正職員
150,199円～

187,587円（月給)

208,550円～

231,340円（月給)

800円～

1,200円（時給)

介護職員

看護職員

訪問介護職員

賃　金

４名

２名

２名

社会福祉法人
尚仁福祉会

登録

ヘルパー

日野郡江府町久連７番地

TEL:0859-72-3210

FAX:0859-72-3211

連絡先募集職種 募集人数企業名 雇用形態

農家の皆さんへ

青色申告に関するお問い合わせ先

江府町役場住民課

　☎：0859－75－3223

JA日野営農センター江府駐在

　☎：0859－75－3288
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お知らせ－information―

　１月23日からの降雪のため町内全域でまだ多くの積雪があります。
危険ですので以下の点に気を付けましょう。
○屋根の雪下ろし
　作業は２人以上で作業を行い、命綱を適切に装着するなど、雪下ろしをする際は安全に配慮した作業をす
るよう心がけましょう。
○車の運転、歩行等
 道路の凍結に注意してください。特に峠や橋上は凍結しやすいので慎重に行動ください。また、新雪や晴れ
の日の雪のゆるみによる屋根からの落雪に注意してください。
○水道等
　氷点下の気温では水道管が凍ったり、破裂したりすることがあるので、夜間から早朝にかけて凍結防止に
努めましょう。
※各集落での防火水槽・消火栓周辺の除雪をお願いいたします。

　現在、町では豪雪による緊急支援に向け、住宅の被害状況
を調査しています。
　雪のため住宅が破損するなどの被害を受けられた場合、す
みやかに役場総務課（☎75－2211）までお知らせください。

　インターネットで買い物をしたら、「商品が届かない」「連絡が取れない」など詐欺的なサイトでのトラブルが発生
しています。購入前に、必ず事業者の名称、所在地、電話番号を確認し、表示されていない場合には利用をやめましょ
う。特に、代金を前払いする場合、連絡先が不明では返金を求めることが大変困難になります。十分に注意してください。
　　消費生活相談窓口：住民課(75-3223)又は
　　 　　　　　　　　　　　　　鳥取県消費生活センター（0859-34-2648）へご相談ください。

対処法 インターネットでの買い物は慎重に！

奥大山 消費生活にゅーす消費生活にゅーす
通信販売シリーズ④　～通信販売に関するトラブル事例をシリーズでお伝えします～

ネットで買い物したら商品が届かない！相談事例

　孫が欲しがっているランドセルをインターネットで探していたところ、定価6万円のランドセルを半額で販売してい
るネットショップが見つかりました。欲しい色もあったので、これはお買い得だと思い注文すると、翌日、ネットショ
ップからメールが届きました。

　支払いも終え、あとはランドセルが届くのを待つだけとなり安心していましたが、1週間経っても、
2週間経ってもランドセルが届きません。
　ネットショップに商品がいつ届くのかメールを送りましたが、返信のメールは一切ありません。不審
に思い、ネットショップに電話をかけようと電話番号を探しましたが、サイト内には電話番号が書いて
ありません。
　問い合わせも出来ず困ってしまいました。どうしたらいいでしょうか。

※次回の相談員による相談日は２月15日(水)9時～16時、総合健康福祉センターで行います。お気軽にお越しく
ださい。情報提供もお待ちしております。

そこで、すぐに指定された銀行口座へ3万円を振り込んだところ、
ネットショップからすぐに確認したとのメールが届きました。

ご注文ありがとうございます。
指定の口座へ入金が確認でき次第、商品を発送いたします。
銀行口座はこちら・・・○○銀行、○○支店、名義人△△△

入金を確認いたしました。
発送の準備に入りますが、商品の到着まで１～2週間お待ちください。

大雪による住宅の被害があれば役場に報告を！大雪による住宅の被害があれば役場に報告を！
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行事スケジュール

～広域隣保活動～～広域隣保活動～

エコクラフト（本町５丁目集会所)

　２月16日(木)　

　３月２日(木)　午前９時30分～午後４時

　３月９日(木)　

カラオケ（本町５丁目集会所)

　２月18日(土)　午後１時30分～４時

いけばな（本町５丁目集会所)

　３月４日(土)　午前10時～12時

あみもの（本町５丁目集会所)

　２月21日(火)　午前９時～12時

～福　祉～～福　祉～

補聴器相談（江府町総合健康福祉センター)

　【トーシン補聴器】

　２月16日(木)　午後１時30分～３時

　【中国補聴器】

　２月22日(水)　午前９時30分～11時30分

～公民館講座～～公民館講座～

フラダンス教室（江府町防災情報センター)

　２月17日(金)　午後２時～４時

ヒップホップ教室（江府町防災情報センター)

　２月16日(木)

　３月２日、９日(木)

　午後７時～８時30分

社交ダンス教室（江府町防災情報センター)

　３月９日(木)　午後２時～４時

和紙折紙教室（江府町防災情報センター)

　２月25日(土)　午後１時30分～３時30分

書道教室（江府町防災情報センター)

　２月16日(木)　午後１時～３時

手話教室（江府町防災情報センター)

　３月３日(金)　午後７時～８時30分

墨彩画教室（江府町防災情報センター)

　２月20日(月)　午後１時30分～３時30分

陶芸教室（高齢者創作館)

　２月16日(木)　午後１時～４時

押し花教室（江府町防災情報センター)

　２月27日(月)、3月13日(月)

　午後１時30分～５時

大正琴教室（江府町防災情報センター)

　２月15日(水)、３月１日(水)

　午後１時30分～３時

パッチワーク教室（江府町防災情報センター)

　２月28日(火)　午後１時30分～３時30分

～明徳学園～～明徳学園～

２月16日(木)　(江府町防災・情報センター)

『幸福文字～ふくもじ～作品展』『幸福文字～ふくもじ～作品展』

展示期間：２月17日(金)～３月15日(水)　

場　　所：江府町防災・情報センター1Ｆ

　　　　　ストリートギャラリー

春を呼ぶ公民館講座
『幸福文字でみんな幸せになろう』

春を呼ぶ公民館講座
『幸福文字でみんな幸せになろう』

３月４日(土)　午後１時30分～３時

場　所：江府町防災・情報センター

～各種相談会～～各種相談会～
○農地相談会（江府町山村開発センター)

　２月27日(月)　午後１時30分～４時

○人権行政相談（江府町防災情報センター)

　３月８日(水)　　午前９時～12時

○消費生活相談（江府町総合健康福祉センター)

　２月15日(水)　午前９時～午後４時

～江府小学校・中学校卒業式～～江府小学校・中学校卒業式～
○江府小学校卒業式

　３月17日(金)　午前10時～

○江府中学校卒業式

　３月10日(金)　午前10時～
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応援ありがとうございます！

■まちの人口　3,100人（－2）
男　1,451人（＋1）
女　1,649人（－3）

■世帯数　　1,075世帯（±0）

1月末現在（　　）は前月比　

　日本年金機構から送られている納付書を添えて金融機関でお支払
いください。
　なお、口座振替の方は、上記期限が振替日です。

今月の国民年金

納付期限２月分　平成29年３月31日まで

平成29
年

2月1日
現在

延申込件数　888件
（前月比＋27件）

延寄付金額 1,083万円
（前月比＋33万円）

ふ る さ と 納
税

ご
寄
付

お知らせ・人の動き

◎
ご
結
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介

　東
京
都

　山
川

　達
矢

　宮
市

　林

　
　晶
子

　美
女
石

◎
ご
め
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祈
り
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す

 (
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所
）

　（
氏
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）
（
年
齢
）
（
世
帯
主
）
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岩

　泰
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70
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と
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杉
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子
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穂
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本
人
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に
次
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方
か
ら
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
１
月
分
）
敬
称
略

◎
見
舞
い
返
し
と
し
て

　
　美

　用

　川
上

　公
行

　本
人
退
院

◎
香
典
返
し
と
し
て

　
　新
町
二

　大
岩

　一
彦

　父
泰
彦
死
去

　
　久

　連

　関
内

　正
康

　父
武
死
去

　
　杉

　谷

　片
山

　慶
八

　母
節
子
死
去

　
　新
町
一

　宮
本

　香
子

　父
雅
昭
死
去

日の詰集落で軽可搬ポンプを整備
（宝くじコミュニティ助成事業）
日の詰集落で軽可搬ポンプを整備
（宝くじコミュニティ助成事業）

鳥取県の最低賃金が改正されました鳥取県の最低賃金が改正されました

))
　自治総合センターが行う宝くじの普及広報事

業では、地域活動の充実・強化を図る目的とし

て「コミュニティ助成事業」を行っています。

　その中でも地域の自主防災組織が行う災害防

止活動、被害軽減を図る目的で「地域防災組織

育成事業」が設けられています。平成28年度

は、日の詰集落で消火活動に使用する軽可搬ポ

ンプ、災害時に使用する投光器、発電機、毛布

などを整備しました。

　今後、特に軽可搬ポンプは、女性、高齢者の

方に扱いやすいため、昼間の初期消火等の対応

が期待されています。

▲当事業で小型可搬ポンプなど整備し防災機能が
　強化されました。

江
府
町
消
防
団
の
動
き

　２
月
１
日
付

○
本

　部

【
団

　長
】

　
　
　遠

　藤

　敏

　彦

【
副
団
長
】

　
　
　中

　野

　
　
　寛

○
第
一
分
団

【
分
団
長
】

　
　
　大

　岩

　一

　彦

【
副
分
団
長
】

　
　白

　石

　耕

　路

【
班

　長
】

　
　
　森

　田

　祐

　基

【
班

　長
】

　
　
　篠

　村

　友

　紀

地域別最低賃金 時間額（発効年月日)

特定（産業別）最低賃金 時間額（発効年月日)

715円鳥　取　県　最　低　賃　金
(平成28年10月12日)

※詳しくは問い合わせ先まで。

問  鳥取労働局労働基準部賃金室 (☎0857-29-1705)

　　又は最寄りの労働基準監督署

764円鳥取県電子部品･デバイス･電
子回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業最低賃金 (平成28年12月22日)

718円鳥 取 県 各 種 商 品 小 売 業
最 低 賃 金

(平成28年12月17日)
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